
 

 
 

  勝沼小だより 

   ～６年生ありがとう 中学生への新たな一歩～ 

３月４日（火）の６年生を送る会に向けて、実行委員会と５年生を中心に取り組んできました。それぞれ

の学年で事前の準備を分担し、そして全学年の発表がありました。クイズや合唱など工夫した発表で、あ

っという間に時間が過ぎていきました。何と言っても６年生の「泣いた赤鬼」は素晴らしかったです。全員

が前を向き、大きな声で堂々と発表する姿、これまで１年生をはじめ下級生に色々なことを、優しく丁寧に

教えてくれた６年生の姿は、勝沼小の目指す児童の姿です。 

６年生の皆さん、本当にありがとうございました！ 
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６年生「泣いた赤鬼」 

赤鬼のことを一番に考えた

青鬼。赤鬼の最後の寂しそ

うな姿が印象的でした。 

２年生は、６年生が２年生の時のクイズです。シンキングタイム

の工夫や、カードを上手に使って盛り上げてくれました。 

４年生はダンスで 

す。運動会での６年生 

フラッグ表現を色鮮や 

かに決めました。 

５年生はスライド発表です。６年間の思い出

をスライドにまとめ、コメントをつけて発表し

てくれました。体育館の飾り付けも全て５年生

が担当しました。いよいよ勝沼小の顔となる５

年生、今回の取組で成長が感じられました。 

１年生は６年生へプレゼントを渡しまし

た。みんなの「ありがとう」の気持ちです。 

３年生はクイズです。シン

キングタイムにはリコーダー

やダンス、一芸を披露！ 

笑いあり・涙ありの

感動的な会でした。 



 

２月６日（木）、第2回学校運営協議会（三椚会長・水上副会長・雨宮前PTA会長・三谷PTA

会長）を開催いたしました。当日は、全学年の児童の様子をご覧いただいた後、本年度の学校運

営の状況や児童の様子について及び来年度の学校経営方針について、ご意見をいただきました。 

児童が意欲的に学習していたと感想を述べられ、端末の使い方に慣れていることに驚かれていま

した。そして、「書くこと」も大切にしてほしいとご意見をいただきました。 

「地域とともにあゆむ学校」を目指し、今後もますます地域とのつながりを大切にしながら、

地域の人的・物的財産を教育活動に生かしていきたいと思います。 

 
 ～着物の素晴らしさを学ぶ～ ６年生  

 日本きもの教育支援プロジェクトの皆さんが来てく

ださり、ゆかたの着装や着物、所作について教えていた

だきました。着物は日本の大事な伝統の一つであり、世

界でも高く評価されていると話してくださり、着物へ

の関心が高まりました。 

終了後、プロジェクトの皆様が、６年生の熱心に話を

聞く姿や態度に大変感心していました。 

卒業制作  ～絵手紙～  ６年生 

岩崎にお住いの鈴木愛子様にご指導をお願いし、６年生が卒業制作として絵手紙に挑戦しまし

た。最初に絵手紙のコツを教えてもらってから、自分の好きなもの（ボール等）を持参し、まず

実物を見ながら絵を描き、次に色を塗っていきました。最後に、自分の夢を一言書きました。ま

た、別の用紙には家族への絵手紙を書きました。 

卒業式当日、体育館に飾ります。式場が６年生の想いであふれることと思います。楽しみにし

ていてください。 

 

 

３年生 車いす体験 

  にこやかに登校してきた３年生の児童に「今日は何かある

んですか。」と聞いたところ、「車椅子体験があって楽しみ。」

と答えてくれました。社会福祉協議会の方に、車いすの押し

方や介助する上での注意点を教えていただきました。思った

以上に車いすを押すことは、大変だったようです。 

 

 １月２０日に今年度最後のぬくもり読書がありました。学校評価の結

果からも「読書」が課題の一つとしてあげられます。保護者の皆様にご

協力いただき、児童が読書を楽しむ時間を、今後も大事にしていきた

いと思います。 

実際の段差をイ

メージして、マットの

上を押しました。降

りるときは、必ず後

ろ向きにすることも

教わりました。 


